
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 
 

 
 

 目的：初等中等教育段階からグローバル化に対応した教育環境づくりを進めるため、小学校における英語教育の拡充強化、中・高等学校における 
英語教育の高度化など、小・中・高等学校を通じた英語教育全体の抜本的充実を図る。 

○外国語科：授業を英語で行うことを基本とする。 
○身近な話題についての理解や簡単な情報交換、表現ができる能力を養う。 

○教科型：「モジュール授業」も活用 
○初歩的な英語の運用能力を養う。 

○活動型：学級担任を中心に指導する。 
○コミュニケーション能力の素地を養う。 

 ○小学校における指導体制強化 

・小学校英語教育推進リーダーの養成研修 
・専科教員の指導力向上 
・小学校学級担任の英語指導力向上 
・研修用映像教材等の開発・提供 等 

○中学校における指導体制強化 

・中学校英語教育推進リーダーの養成 
・中学校英語科教員の指導力向上 
・外部検定試験を活用し、教員の英語力の 
達成状況を定期的に検証 等 

○外部人材の活用促進 

・外国語指導助手（ALT）の 
配置拡大、地域人材等の活 
用促進 
・ALT向けの研修強化・充実 等 

○指導用教材の開発 

・先行実施のための教材整備 
・モジュール指導用の ICT教材 
の開発・整備 等 

英語による 

コミュニケーション 
能力を養う 

小・中・高の各段階を通じて英語教育を充実し、生徒の英語力を向上（高校卒業段階で英検 2級～準 1級、TOEFL iBT57点程度以上等） 

 「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」  H25.12.13 文部科学省 

● 外国語指導助手招聘事業 ● 
国際化に対応した本市小中学校における

英語教育の充実に向けて、学級担任を英語
面でサポートするとともに生きた英語の提供、更
には、児童生徒のコミュニケーションへの意欲や
学習に対する意欲の向上を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

● ＡＬＴ派遣 ● 
・英語に触れる機会の拡大・充実に向けて、
26名の外国語指導助手を各学校に派遣
する。 
・英語によるコミュニケーションに慣れ親しむと
ともに、外国語活動の指導の充実に向けて
教員に対して、 
授業で使う基 
礎的英語表 
現やアクティビ 
ティの研修等 
を実施する。 

学年/年度 H30 H31 H32~ 

第3，4学年 15h 25h 35h 

第5，6学年 50h 60h 70h 
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英語教育還
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英語教育応

用研修の受

講（悉皆） 

英語教育応

用研修の受

講（希望） 

● 英語教育研修 ● 

H２８年度より新たに 4年計画で英語教

育に係る 4 つの研修を実施 

■中学校英語教育還流研修５日間 
＜対象者＞中学校英語科教員 

■中学校英語教育応用研修 2日間 

＜対象者＞中学校英語科教員（臨時講師を含む） 

■小学校英語教育還流研修 3日間 
＜対象者＞英語教育を推進する各校の小学校教員

■小学校英語教育基礎研修 2日間※ 

＜対象者＞小学校教員（臨時講師を含む） 

         ※Ｈ３４年度まで延長実施 

 

大分市教育委員会 
  （学校教育課英語教育推進室・大分市教育センター） 

小学校 

中学校 

（本市における年度別授業時数）  

目的：平成３２年度からの小学校高学年への英語科の導入及び小学校中学年における外国語活動の全
面実施に向けて、市内全小学校等に学校巡回訪問を実施し、英語教育に係る指導方法の更なる充
実を図るとともに、小中学校等における成果と課題を踏まえた授業改善を推進することを通して、小中
学校間の円滑な接続を図りながら、本市英語教育の充実に資する。 

 

 本市小中学校における英語教育の充実  

 大分市英語教育の推進イメージ 

外部人材の活用促進 

 小学校高学年 

週３時間程度→週２時間 

 
小学校中学年  

週１~２時間程度→週１時間 

 
 

 中学校  

（週 4時間 年間 140時間） 

指導用教材の開発等 

実働的な組織の構築 

●教科指導マイスターの活用● 

・小中学校の英語教育における成果と
課題の共有し、英語科教員の授業力
及び生徒の学力の定着・向上を図る。 

●ＡＬＴの活用● 

●英語教育専科教員の活用● 

●学力向上支援教員の活用● 

（Ｈ23~全市小学校等で指導） 

 

専門教員等との連携 

教職員研修等 

● スタンダード・パターン ● 
「大分市小学校英語教育（第５、６学年用）スタンダード・

パターン」（移行期間での第５、６学年用教材「We Can!1」及び
「We Can!2」を用いた指導の際の授業づくりのポイント及び学習展
開例のイメージ）の作成・配布 

● 共通指導案例 ● 
学力向上支援教員の作成による第３～６学年用新教材

「Let’s Try!1」、「Let’s Try!2」、「We Can!1」、「We Can!2」それぞれの各
ユニットの「共通指導案例」の配布 

● 学校巡回・要請訪問 ● 
英語教育に係る指導方法等の更なる充実を図るため、平成

３０年４月下旬より学校巡回訪問を学力向上支援教員と連
携して、第３学年から、第６学年に実施 

● 研究推進校● 

基礎学力向上研究推進校 

判田小学校 平成 30年 10月 19日（金） 

小中一貫教育推進校 

丹生小学校（坂ノ市中学校区）平成 30年 11月 14日（水） 

寒田小学校（稙田東中学校区）平成 30年 11月 20日（火） 

連携 

●校内研修の充実● 

  ・英語教育研修受講者による還流 

  ・授業研究、互見授業 等 

●効果的な指導体制● 

・校内人材の活用（交換授業等） 

・共通指導案例をもとにした教材研究 

・教具の作成、共有化 等 

小中学校における指導体制強化 
~管理職のリーダーシップ~ 

● 授業実践動画配信 ● 

「T-LABO」※による授業実践や授業の

ワンポイント動画配信（※「T-LABO」は、

子どもたちの笑顔のために、“教育実践を共有 

する” “教職員が 

つながる” “たくさ 

んの発見がある” 

コンテンツ 
 


